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.掛
金
の
支
挪
は
疾
病
癒
疾
保
險

y

於
け
る
と
同
匕
く 

印
紙
2:
'

以
て
す
、
而
し
て
之
を
各^-
働
器y

1

•部
宛
渡 

し
*

る
保
險
_

に
記
入
し
保
險
基
金
ょん
被
保
險
者
に 

支
狒
ひ
杞
る
3

の
名
記
入
し
勞
働
者
麗
主0
双
方
ょ
6
 

鈉
入
せ
る
毎
週
の
掛
金̂P
之
に
記
入
す
。
政
府
を̂
く

 

る
^p

の
は
保
險
の
費
用
金
部
は
結
局
勞
働
者
の
分S
M
 

主
の
分
名
.共
に
悉
く
勞
働
者
の
負
#
に
歸
す
ベし

と

の
 

i

i

®
6i
fc
6

。
チn

r

ッ
ザ
•
了
不
-

氏
亦
そ
の
如
^
 

に
支
狒
は
る
，ベ
き/;
>

に
關
し
て
同
ヒ
意
見
を
悚
れ6
。 

日

く

、

各
週
の
終
6

に

麗

主

は

郵
便
局
に
て
求
.め
^

る
五
片 

の

保
險
印
紙
を
そ
の
保
險
簿
に
貼
付
し
勞
働
者
に
勞 

銀

を

支

挪

ふ

に

當

て

ニ

片

半

を

差

引

く

。

五
片
の
印 

紙

'
 

者

に

代

て1
1

片

半

、
自

ら

.一一

片

半)

を
貼
^
 

せ

る

麗

主

は

勞
働
者
を
し
て
、
JC
業
保
險
は
疾
病
保 

、

險
と
同
匕
く
勞
銀
を
馘
殺
す
る
名
の
に
あ
ら
^

して 

划

て

之

が

播

加

を

來

す15P

の
な
6

と

の
事
實
を
想
®
 

せ
し
め
^
み

、
と

。

七
.
E

P

失

業

保

險

の

下

に

於
け
る
支
出
額
は
疾
病
癒
疾
保
險 

の
.下
に
於
け
る
そ
れ
の
.如
く
に
，正

確y

知
る
こ
i
を
得 

岁

。
利

用

し

得

べ

き

最

上

の

事

實

を

基

と

し

て

マ

ネ_

 

氏

は

次

の

結

論

に

到

達

せ

6

。

B
く

、
掛

金

率

は(
j 

) 

十
八
歲
以
上
の
失
業
勞
働
者
に
對
し
て
一
週
間
七
志
を 

支
娜

ひ
'

ヶ
年
に
つ
き
十
五
週
問
を
限
6
と

し(

ニ)

十 

七

歲

ょ

6
十
八
歳
ま
で

の

勞

働

者

に

對

し

て

は

一

週

間 

三
‘志

六

片

を

支

娜

ひ

一

ヶ

年

內

十

五

週

間

を

限

6

と
し 

て

支

拂

を

な

す

の

準

備

を

な

す

を

以

て

足

れ

6

i
す 

と

。
勞
働
組

合

及

淡

勞

働

交

狻

所

は

本

保

險

法

の

實

行 

の

地
方
機
關
を
な
す
。
本

法

に

ょ

る

手

當

金

の

資
 

格

喪

失

に

關

す

る

詳

細

は

本

論

に

宛

て

ら

れ

る

紙

而 

の
中
に
述
ぶ
る
こ
と
能
は
^

、
唯

不

景

氣u

際
し
て
を 

の
營
業
を
繼
續
す
る
歷
主
に
對
し
て
幾
多
の
讓
步
及
便 

宜
の
^

へ
ら
れ
tc
る
の
事
實
を
指
摘
す
る
に
北
め
む
0

I
v
w
y
y
^
w
A
A
M
A
I

•

.

.憲

法

發

展

上

に

於

け
S

合

. 

衆

國

の

地

俊
.

士

ロ

田
.

三

郧

'

一

の

立

憲

政

體

に

關

す

る

智

識

を
,#
ん

と

欲

す

る

者
 

は

先

づ

其

歷it
lc
溯

6

て

之

を

研

究

す

る

を

要

す:0
合
 

衆

國

の

.政

體

は

米

國

の

歷

史

上

興

味

深

き

一

大

廻

轉

肪
 

期

に
生
れ
ギ

る

名

の

に

し

て

其
#

#
の
事
情
を
硏
究
す 

る
に
先
だ
ち
其
政
體
に
付
て
分
析
詳
解
す
る
2
亦
不
要 

の
業
に
あ
ら
次
る
可
し
。
由
來
歷
史
的
硏
究
な
る
名
の 

は

困

倦

煩

は

し

き

名

の

な

れ

ど

^
^
吾

人

が

此

ょ

ろ

爲

さ
 

ん

と

欲

す

る

事fc
る

や

歷

史

的

に

な

す

に

あ

ら

^

れ

ば 

有

效

の

名

の

^

る

こ

と

能

はf
o

る
な
6

。

•

實
に
立
憲
政
體
fc

る
や
治
者
被
治
者
間
に
存
す
る
鞏 

固
な
る
約
>!
1

の
上
に
&

て
、ら
r t
f c

る
^p

の
に
し
て
其
政 

體
を
維
特
發
展
せ
し
む
る
共
问
體
卽
ち
共
通
の
㈣

®
を 

自
覺
し
共
通
の
目
的
を
形
成
す
る
國
民
な
く
し
て
立
憲

雜

.
0
.

政
體
财
存
在
す

る.
こ
と
能
は
^

る.
な
6
0,

一.致
和
合
の 

自
覺
な
く
組
織
な
く
思
想
な
く

一
 

致
の
行
®
を
爲
す
こ 

i

能
は
次
る
人
民
は
憲
法
的
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
能 

は
す
、
此
等
の
人
民
叉
は
國
民
は
昏
睡
的
狀
態
に
あ
る 

名のと稱して過言な於らん。

彼
等
は
協
同
の
判
斷 

力
な
く
目
的
に.
對
し.
步
調
を
一
に
せ
，
而
し
て
共
通
の 

手
段
方
法
を
案
出
す

ること能は次るな

6
、
共
同
體 

にあら
^
し

て叉
立
憲
政
體
を
形
成
し
得
る

ダの
な
く 

1

園
民
に

して«
肖
體

となるにあら次

れ
ば
制
度
法 

典
を
享
有
す
る
こ.
と
不
可
能
な
6

。
故
に
赴
人
は
目
的 

とする
處
の
分
析
解
説
を
な
す
に
先
ち
共
同
體
に
關
す 

る

槪念と明白にし；
&

に合
衆a
は
共
同
體
な
る

や否 

やを
明
確
に

な̂

んと
欲
す
る
な

6
。斯
く

し

て

；*

人 

«

«/

め
-C

憲
政
發
K

h

j

に
於
け
る
合
衆
國
の
地
位
を
了 

解
し
且
つ
歷
史
的
耕
究
な
る
ち
の
於
其
他
の
諸
問
題
を 

解
釋
す
-る
上
に
效
あ
る
こ
と
を
知
る
に
至.
る
可
し
。

抑
$

共

同

體

な

.る

語

は

啬

人

の

姆

々

用

ゆ

る

所

な

れ 

ど
？
芷
確
な
る
槪
念
に
至
6
て
は
未
だ
之
を
解
せ
次
る

七.

四1



J

l

i

雜

m

48
l
名
の
あ
6

?
菩
人
は
胁
に
共
巧
體
な
る
，„
の
.に
關
せ
る 

默
示
的
臆
測
と
し
て
*

11
-

に
0

の
連
»
夂
次
利
害
共 

通
.の
風
習
生
活
行
爲
の
德
準
或
は
其
結
果
は
兎
$
時
連 

合
の
常
習
的
實
行
な
き
?

の
は
共
同
體
を
^
成
せ
少
と 

稱
す
る
に
於
て一

致
す
る
於
如
く
想
像
す
。
共
同
體
な 

る
字
義
を
如
斯
解
釋
す
る
こ
と
に
於
て
共
同
體
は
立
憲 

政
體
を
享
有
し
得
る
i

稱
し
tc

る
な
6

。
共
通
の
利
害 

生
活
及
ぴ
幸
福
に
關
す
る
共
通
の
標
準
に
付
て
明
雀
な 

る
自
覺
な
き
人
民
の
團
體
は
自
己
の
政
體
を
以
て
滿
足 

な
る
ぢ
の
把
ら
し
む
る
こ
と
能
は
岁
且
つ
一
事
件
の
發 

生
に
際
し
之
に
對
し
て
一
致
共
同
の
行
爲
を
な
す
能
は 

次
る
人
民
は
內
外
ょ
ん
來
る
危
害
に
對
し
自
己
を
保
全 

す
る
こ
ネ
得
て
望
む
可
か
ら
，支
0

人
民
に
し
て
若
し
立 

憲

的

制

度

を

有

せ

次

る

可

於

ら

次

る

3

の

，
こ

せ,^
*

〕 

く
其
铱
度
中
に
自
己
を
表
示
す
可
き
#

動
を
有
し
a

つ 

其
手
段
を
發
見
す
可
き
な
6

。

通
常
政
治
的
自
覺〜

'は
何
を
意
味
す
る
P

、
之
に
定 

義
を
與
ふ
る
こ
と
は
余
の
甚
だ
苦
し
む
處
/r
s

れ
と
％
荖

.
 

，セ
四
ニ

に
洛
之
を
定
義
す
る
®

な
か
る
可
し
。
®

ai

に
親
し
み 

社
會
的
經
驗
に
富
め
る
者
は
余
の
所
爾
ー
般
的
政
治
的 

自
覺
な
き
名

の
を
想
像
す
.る
に
困
難
を
感
せ
次
る
べ
し 

|

其
思
想
杧
る
や
植
雜
な
る
と
同
#

に
叉
確̂

的
な0

。

\

同
樣
の
事
-#

よ
6

同
欉
の
刺
戟
を
受
け
岁
且
つ
種
々
の 

事
變
に
應
岁
る
爲
め
最
度
の
手
段
方
法
を
決
定
す
る

こ
 

\

と
能
は
次
る
人
々
は
單
r
-
共
同
性
を
有
せ
次
る
A

l/
-)群 

|

衆
に
過
ぎ
^

る
な
6
 D

e

 

T
o
c
q
s
v
i
u
e

氏
は
、
へロ
衆p

 

|

政
&

の
發
腐
を
論
^

る
に
當
6

て

米

大

陸

の

殖

民

'̂
其 

一
«.

體
の
缺
點
と
庇
護
す
る
こ
と
な
く
之
^

看
^

^

^A

 

流
血
を
見
护
し
て
其
弊
害
を
矯
正
し
杧
る
平
穩
に
し
て 

自
尊
心
に
富
め
る
行
爲
を
賞
し
た
6

。
事
件
に
際
し
耶 

く
共
同
の
&
覺
を
有
し
女
る
如
く
合
衆
國
人
民
は
永
遠 

に
織
續
す
可
き
政
體
の
創
立
及
び
運
行
に
關
す
る
墓 

\

を
有
せ
/

ノ
。
合

衆

國

人

民

の

才

能

^
說
明
す
る
歷
史
的 

事
實
は
亦
同
蹒
政
體
の
性
質
並
に
憲
政
發
展
に
拎
け
ふ 

典
地
位
を
明
白
に
す
。
然

ら

ば

如

何

.に

し

て

合

衆

國

は
 

共
同
|8

と
な
A

如
何
な
る
程
度
叉
如
何
を
る

事

實

に
よ 

.

.
,

.•.
.
. 

;

f
o

其
人
段
が
共
同
體
な
ろ
と
の
&
覺
を
有
す
る
に
至
6
 

し
や
觅
に
31

其
諸
般
の
制
度
舲
憲
政
發
展
に
適
應
し
且 

つ
今
日
に
至
6
 y

名
依
然
相
.7
?.

的
關
係
に
あ
る
％
の
な 

6

や
の
諸
問
題
に
關
す
る
確
答
は
我
等
の
全
疑
問
を
根 

本
的
に
解
決
す
る
名
の
に
外
な
ら
^

る
な
6

、

我
々
今
日
の
研
究
の
立
場
よ
6

觀
察
す
るU

總
て
の 

國
家
は
凡
を
其
發
展
に
際
し
左
の
四
植
の
階
段
及
び
形 

式
を
經
過
せ
ろ
。

.

第

V

期
政
府
統
治
者
と
な
6

人
民
は
其
確
實
な
る 

從
者
な
6

し
辟
代

.

第
二
期
、政
府
は
單
に
其
の
權
威
及
び
其
の
絕
大
の 

勢
力
あ
る
を
以
て
.統
治
者
女
る
に
あ
ら
ず
し
て
聰
明
な 

る
指
遵
若
と
し
て
適
任
な
る
に
よ̂

o

治
者
^

6

し
赌
代 

第

三

期
.

前
二
期
1C.

於
け
る
主
從
關
係
は
消
滅
し
政 

t

t

局
者
は
人
民
よ
-

0

選
出
せ
ら
れ
杧
る
者
と
共
治
し 

人
民
は
將
に
政
權
に
接
近
せ
ん
と
せ
し一

大
«

#;
»

«
 

.

第
四
期.

人
民
の
首
領
自
ら
政
府
を
組
織
し
治
者
の 

»•

位
に
立
つ
の
脖
代
に
し
<

此
期
U

A

6
 V

 
.

發
展
は
£兀

雜

錄

成
せ
ム
な
6

。

r

 

ロ 
I

マ」

帝
_
泺
解
の
後
歐
洲
を
併
呑
し
杧
る
一
ダ 

ル
了
ご
の
封
建
的
_

家
叉
は
佛
王
|
ル
ィ
し
十
四
世
が 

L
》e
t
a
t
a
e
s
t

 

m
o
i

と
自
任
し
て
憐
/p

ら
ヤ」

り
し
所
1
進 

步
し
允
る
封
建
的
11
家
更
に
31
支
^

»

11
に
放
け
S

.か 

如
く
兵
馬
に
ょ
6

て
征
服
せ
ら
れ
屈
從
を
®
求
せ
ら
れ 

^
 :

る
國
家
に
あ
ら
て
は
政
府
は
絕
對
的
の
統
治
港
な
•り 

，と
稱
し
得
べ
し
。
如
斯
き
政
府
'が
被
治
者
^

る
阈
民
と 

利
害
に
關
しV

共
同
心
f

、

«

治
奢
相
71
間
に
は
行 

爲
の
統
一
を
缺
き
共
同
の
目
的
の
爲
め
に
一
體
と
す
る 

こ
と
な
く
政
府
の
利
害
と
各
自
の
利
害
と
の
衝
突y

際 

し
彼
等
は
其
利
益
を
主
張
す
る
こ
と
を
知
ら
す
全
く
®
 

者
の
如
く
に
し
<

社
會
叉
は
1!
家
發
展
史
上
初
期
の
階 

級
に
あ
る
名
の
と
稱
す
可
き
な
ぅ
、
歷
史
に
表
は
れ
*
 

る
國
民
に
し
て
此
胁
代
に
長
く
停
止
せ
次
；̂
し
名
の
あ 

6

te

れ
ど.
^p

遂
に
停
滞
T

る
ま
で
此
妝
態
を
眺
し
格
5-
' 

る.
宅
の
r-

對
し
<
.

は
恰
％
支
那
の
國
民
に
»

す
る
西
歐 

の
諸
國
民
■の
_

#
力
の
如
く
或
る
抵
抗
す
可
於
ら
次
石
外

• 

七@
11:



驊-■ :• *

释

-#

の
力
に
よ̂

^

*

來
の
f

m

の
殼
皮
を
破.
る
に
f

 

'̂

れ
ぱ
舊
態.
の
變
K

rc
i
;
'
全
く
望
む
可
^

ら

少

。

此
..種

 

'に 

屬
ず
'
る
免
の
は
所
謂
種
族
的
國
民
な
6

。
叉
之
に
反
し 

て
好
戰
的
隊
民
は
此
堝
期
に
永
滞
す
る
こ
と
能
は
^
し 

て
常
に
動
搖
し
®

速
な
る
變
化
に
富
む
；！

P

の
と
す
、

E
 

1C

封
建
谁
度
の
%

解
し
た
る
後
歐
讲
に
君
臨
せ
し
各
11 

主

2
.

下
に̂

4

ふ
國
家
は
其
進
步
開
發
に
對
し
て
非 

常
な
る
熱
心
を
有
し
允
る
の
み
な
ら
ず
叉
叱
に
適
し
把 

る
名
の
な
-
'Cs

•
き
。

人
民
の
停
滯
な
る
名
の
は
吾
人
近
代
歐
洲
諸
國
に
付 

て
之
を
&

考
づ
る
こ
と
難
し
、
然
れ
ど
；
^
 B

a
g
e
h
o
t

氏 

於
其
著

P
h
y
s
ic
s

 a
n
d

 

P
o
lit

ic
s

中
に
指
摘
せ
し
如
く 

若
し
多
數
の
國
家
を
各
制
度
上
よ
-
c
\
«

察
す
る
#
は
等 

し
く
所
謂
此
の
停
滯
な
る
現
象
を
呈
す
る
名
の
あ
6

0 

卽
ち
仳
界
仁
存
茌
せ
し
人
民
の
大
部
分
は
亂
俗
習
憤
叉 

は
軍
制
の
鐵
鎖
に
拘
朿
せ
ら
れ
政
治
的
向
上
な
る
3

の 

••
|
:

知
ら
次
6-.

き
0

光
明
を
認
め
て
此
に
到
達
せ
ん
が
爲 

め
*

制
政
府
の.
綱
@.

よ.
0

解
放
背.
ら
れ
ん
，こ
i

を
切.
a

七
曾

せ
し.
國
民
さ
•.

へg

今
日
の
，如
く
電
信
鐵
道
及
び
廉
價
な 

る
印
刷
機
械
等
の
如
き
思
想
舱
に
行
動
を
敏
活
に
送
到 

す
る
の
機
關
を
有
せ
3'
'

る
の
開
は
#
自
其
目
的
を
達
す 

る
爱
め
に
辛
き
經
驗
を
膂
め̂

る
を
辟̂

ん
；き
0

^
大 

陸
に
於
け
る
於
如
く
人
民
は
各
自
欲
す
る
が
儘
S

立
灼 

に
行
動
し
得
る
處
を
除
き
て
は
此
等
便
宜
の
施
設
な
き 

大
陸
に
自
由
の
國f

r
e
e
.s
t
a
t
c

を
建
設
擴
張
し
噚
/<

1
る

s s
l l
f I
I I
! .

!

I l
H

t

現

せ

ら

る

、
.
名

0

に

し

て

共

同

の

目

.的

は

協
議
の
末 

、
.
勒

妗

て

形

成

せ

ら

れ

得

る

な

6
0 

一
H

K

■•
が

専

制

政

,f
 

r.
s

し

共

同

の

連

鐵

利

害

耖

有

す

る

C

と

を

し

^
 

自
か
選
擧
せ
し
首
飯
の
行
動
、
立
法
及
其
運
用
を
實
際 

に
監
視
す
る
を
見
る
に
至
る
ま
で
數
世
紀
を
經
忆
る
こ 

と
は
人
の
知
る
所
な
4
。

斯
く
て
政
府
は
假
令
不
盤
頓
不
究
全
な
み
と
麻
I

 

民
が
治
者
の
行
動
に
注
意
し
之
に
對
し
て
.說

明

を

要

浓

. 

す
る
獨
立
.
朽
動
の
萌
芽
の
爲
め
當
て有
し
±
る
^
威
の

幾
分
-?
:

障
害
せ
ら
れ
ん
こ
と
«

吾
人
之
を
明
に「

エ
リ 

ザ
べ
ス」

治
下
の.
英
國
に
於v

認
む
べ
し
.。
國
會
は
何 

等
今
日
有.
す
る
が
如
き
#

^

權
を
有
せ
ず
王
の
欲
し
^
 

る
椴
堪
に
召
集
せ
ら
れ
し
の
み
。
而
し
て
此
事
3

へ
$
 

豨
有
の
0

と
な
6

き
。
國
王
の
權
カ
は
時
i

し

V

憲
法 

上
の
約
朿
を
無
視
し
て
省
6

み
^

6

し
程
强
大
に
し
て 

輿
論
は
未
だ
實
ヵ
江
く
從
て
唯
だ
王
權
の
み
目
&
萬
機 

の
上
に
:1

カ
な
る
命
令
權
を
擅
に
せ
6

0

.斯
る
滕
に
當 

6

英
國
は
前
代
来
聞
の
活
刺
を
開
始
せ
6

。
昔
賭
歐
洲 

文
明
の
後
方
に
掘
掘
し
-f
e

る
英
國
は
此
滕
代
に
入
6

忽 

ち
舞
臺
の
前
而
に
表
»

れ
1
來
れ
6

。
土
瓦
其
の
爲
め
に 

東

方

の

門

戶

は

.閉

鎖

せ

ら

れ

何

物

を

名

假

偕

せ

§'
'
る

權 

*

の
優
©
は
歡
洲
ょ
ろ
東
洋
に
至
る
通
商
の
要
路
ト
遮 

6

•
爲
め
に
通
商
上
他
の
進
路
を
開
拓
せ
次
る
可
^
ら
次 

る
：に
至̂

6
、
r
T
T

 

口 V

ブ
ス」

は
前
人
の
未
だ
敢
行
せ 

次
ろ
し
大
探
檢
を
斷
行
し
、
英
人
名
之
に
後
れ
匕
と
探 

檢
隊
を.
派
遺
丨
上
下
擧
ブ
て
探
檢
事
業
に
心
酔
せ
6

。
 

實
1C

當
峙
の
英
國
人
は
輿
猛
熱
烈
の.
性
格
を
有
し
女
4

雜

錄

し
が
、
吾
人
は
女
王
、が
此
國
民
を
以V

統
治
し
難
き
且 

つ.
政
治.
に
參
與
せ
ん
と
の
心
あ
る
國
民
な
6

 
i

自
鐵
せ 

し
や
否
や
は
此
處
に
之
を
考
案
す
る
耍
な
し
"
蔆
し
女 

王
自
ら
輿
猛
な
る
一
人
に
し
て
其
代
表
者
と
し
て
英
國 

人
の
利
益
の
爲
め
に
心
を
勞
せ
6

。

J
o
h
n

 

R
ic
h
a
r
d

 

G
r
e
e
n

嘗
て
女
五
を
評
し
日
く
彼
女 

は
對
外
政
策
に
付
て
は
當
滕
最
％
巧
妙
'な
る
臌
言
者
な 

-
o

し
於
一
日
盲
國
人
に
對
す
る
や
慈
母
の
如
く
篤
實
な 

6

し
と
、
大
規
模
の
企
業
採
檢
の
行
は
れ
杧
ん
'其
當
辟 

「

エ
リ
ザ
ベ
ス
，1:女
王
及
英
國
R1

民
は
瓦
に
胸
襟
を
打
ち 

開
き
偉
大
な
る
治
者
は
0
^
な
る
RI

民
を
養
成
せ
6

。 

光
輝
あ
る
生
活
の
裏
面
に
は
暗
黑
な
る
密
雲
の
充
實
せ 

る
半
面
あ
る
は
免
れ
難
き
$
の
な
れ
ど
欢
然
名
此
ー
事 

を
以
て
決
しV

英
國
々
民
の
偉
大
な
る
こ
と
を
否
定
す 

る
に
足
ら̂

る
な
6

。.
歷
史.
は

常

に

此

等

ニ

方

而

の

.存 

在
-̂

語
る
な
6

。
.

更
に
大
陸
に
轉
b

て
吾
人
は
齊
»•

建

設

者「

フ
レ
.
デ 

=
/•

ツ
グ」

，
大

王

に
.

於
て
類
似
の..
事
を
見
る
、
第
十
八
世

七
四
五

Ir
■j
-?-
,
:
.
-
-
r
r
h
n
±

:».
>
.い.レ：
I
 

' 

,
. 

t
l
> Jnu-hb̂
ul 
- 

- 

-
.
- 

1
-
u
.
t
i
n 

i 

, 

-
-

-

-

-
 

-
-

-

-

-
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.
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雜 

錄

.

紀
の
中
葉
に
於
け
る
普
國
は
第
十
六
他
紀
の
英
國
に
比 

し
七
劣
る
所
多
か
A
ノ
し
が
大
王
.の

卽

位

す

る

や

英

國

を 

し
て
中
歐
に
翻
者
允
ら
し
め
ん
i
.し
て
政
治
的
銃
一
を 

企
て
^

C
V
O

然
か
名
大
王
及
び
女
王
の
性
格
に
は
何
等| 

r
似
の
點
ぁ
る
な
く
此
二
者
の
異
な
れ
る
は
單
に
生
來
.；： 

政
治
家
*
る
豪
氣
鍊
達
な
る
一
人
の
男
子
i
他

日

王

位

■ 

に
卽
く
の
運
侖
を
有
し
て
生
れ
^
る
敏
随
.の
一
女
子
と 

於

異

な

し

か

4

。
譬

大

表

雷
 

の
爲
めU

爲
し
把
る
所
®
奎

對

し

て

爲

し

| 

杧
ゐ
所
よ
'

o
?

大
な
る
‘名
の
あ
ろ
き
。
卽

ち

普

國

を

鞏j 

固
な
る
王
國
と
苽
し
其
ほ
民
を
して

.！£H

民
^
る
こ
と
を
一 

自
覺
せ
し
め
允
る
こ
と
是
れ
な
6
。
女
王
の
英
國
に
對 

す
る
は
女
王
の
統
治
を
俟
*
岁
と
ぢ
已
に
國
民
と
し
< 

.生
れ
*
る
名
の
に
女
王
自
身
の
人
格
i
天
賦
の
才
能
と 

を
以
て
^

^
を
與
ヘ
fc
る
に
過
ぎ
^
る
な
^

0
。

大

王

の

| 

普
國
々
民
に
活
氣
i
覺
®
の
指
導
者
^
る

可
き
資
格
と
m 

を
與
へ
fc
る
は
滕
將
に
是
れ
歐
洲
諸
國
民
の
等
し
く
長

夜
の
夢
よ
み
醒
め
新
塘
代
の
曙
光
に
接
せ
ん
と
な
し
把

. 

、 

••

,
 

七g
<

る
#

1C

し
て
吾

人
奴
最̂

P

大
王.
の
卓
見
と

し

<
賞
ぜ
次 

る
を
得
次
る
は
如
何
な
る
政
體
が
此
後
の
國
民
を
統
{|
!
1
 

プ
る
に
至
當
な
る
や
に
意
と
傾
注
せ
し
事
な
6

0 

「

プ
レ

デ
ゾ

ッ
グJ

大
王
は
歐
洲
諸
國
の
間
に
■

を
稱
ふ. 

る
に
先
だ
ち
普
國
の
地
盤
を
强
固
に
せ
ん
こ
と
を
希
望 

し
其
洁
撞
の
敵
に
對
し
優
勝
の
地
位
を
占
む
る
に
足
る 

箄
備
を
充
實
せ
ん
舣
爲
め
財
源
の
開
發
に
務
め
杧
6

.。
 

大
王
は
其
&:

下
を
^

民
と
し
て
ょ
-
0

^
寧
ろ
奴
姆
の
如 

く
待
週
し
^

6

と
雖
$

事
一
旦
普
國
の
擴
大
、
阈
際
的 

發
展
に
關
す
る
や
國
民
に
深
く
同
情
す
る
は
勿
論
指
揮 

官
と
し
て
究
全
な
る
才
能
ト
發
輝
せ
ろ
0

主
*
る
と
同 

栂
に
指
導
者
允
る
大
王
の
治
下
に
あ
6

fc

る
普
國
は 

「
エ
リ.
ザ
ベ
ス」

槠
代
の
英
國
の
亨
有
せ
し
於
如
き
0
0 

を
與
へ
ら
れ
t

る
の
み
な
ら
-岁
歐
洲
の
舞
臺
に
於
て
最 

g
敏
活
な
る
活
動
を
試
る
爲
め
に
好
機
愈
を
名
與
へ
ら 

れ
t

ろ
。

「

エ
リ
サ
ベ
ス」
女

王「

フ
レ
デ
リ
ッ
ク」

大
王
のJ 

J

銃
治
者
は
自
主
的
#

®

者
に
し
て
®

協
議
に
參
與
せ
し

5：

歐
治
家
は
國
.戾
^

代
表
者
に
あ
ら
ざ
6

き

。
.
如

斯

國

民
 

未
だ
代
表
嘰
關
に
關
す
る
觀
念
な
き
は
襲
に
社
會
的
發 

展
の
塒
期
を
第1

期
と
な
し
杧
る
に
比
し
て
吾
人
は
之 

を
政
治
的
發
展S

蹄
期
卽
第
二
期
と
な
す
な
6

。
國
民 

に
しV

絕
對
的
從
者
な
る
峙
期
に
f

て
は
彼
等
は
其 

利
害
及
び
當
然
有
T

可
き
權
«
に
關
し
て
名
自
覺
な
く 

全
く
無
機
體
の
如
く
に
し
て
國
民
的
自
覺
自
己
意
識
等 

は
#
て
望
む
可
く
、

あ

ら
^

-

^き
。
然
れ
ど
？
國
家 

發
鹿
の
第
ニ
期
に
於
^
.
る
國
民
は
國
民
的
自
覺
を
意
_
 

し
其
周
圆
に
存
す
る
事
物
の
移
動
及
び
關
係
を
理
解
し 

且
國
民
.と
し
-C

責
任
且
野
心
を>

3

中
に
喚
起
す
る
名
の 

と
す
。
^
は
れ
此
將
代
と
雛
洛
未
だ
國
民
は
己
を
代
表 

す

る

の
^

選
出
^>

る
こ
と
を
知
ら
^

ぬ
兀
全
r

^

s ,
せ 

る
國
家
組
織
の
門
戸
に
至
る
に
必
要
な
ス
社
會
的
發
展 

は
存
す
れ
ど
ダ
未
だ
政
治
的
發
展
な
る
名
の
な
し
"
彼 

等
の
階
級
よ
ろ
_

し
^

る
若
に
依
6

て
自
己
を
代
表
' 

せ
し
；

S

或
は
代
表
者
を
選
出
し
得
牝
み
と
す
る
^
其
代 

表
者
を
確
®

せ
る
行
爲
の
標
準
を
與
：へ
て
協
共
の
議
事

叉
は
決
議
を
锩3

し
ひ
る
乙
と
は
當
游
の
國
s .
の
知
ら 

次
6

し
所
な
6

き
0

.

勿

諭「

ヱ
リ
ザ
ベ
ス」

女
王
治
下 

の
英
國
は
旣̂

「

フ
レ
テ
リ
ッ
グ」

大
王
の
^
画
が
夢 

想
だ
に
せ
次
6

し
政
治
的
發
展
を
な
し
其
國
#
は
代
表 

的
國
會
に
し

<

其
目
的
議
事
の
要
を
務
め
杧
れ
ど
$
之 

に
反
し
普
國U

於
て
は
國
王
と
之
に
從
鹰
せ
る
官
僚
の 

外
何
者
？：

P

存
せ
.

^

6

き
。

«

く
の
如
き
政
治
的
發
展
を
經
て
遂
に
.國
民
は
自
ら 

選
出
せ
る
代
表
者
を
し
て
政
務
を
處
理
せ
し
む
る
に
至 

ろ
女
る
を
以
て
假
々
ft

々
に
し
<

世
襲
者
統
治
者
.が
其 

代
表
者
を
爲
す
所
に
千
涉
せ
し
C

と
在
ろ
i

雖
g

立
憲 

政
治
の
機
關
は
玆
に
其
成
立
を
告
げ
之
に
因
6
<
辟

代
 

の
變
遷
な
る
？
の
は
實
現
せ
ら
る
、
に
至
れ
る
な
り
。
 

遨
れ
罟
人
於
英
國
に
於
て
目
®

し̂

る
所
に
しy

普
國 

に
於
て
は
之
を
認
ひ

る

r.-
a
j

を
得
3'
'

^

«

6

。
英
画
に 

は
當
擗
已
に
峙
勢
に
精
通
せ
し
者
の
會
合
把
る
願
會
及 

び
自
治
行
政

に

0
^
0
0
r
有
す

る

貴
族.
あ
.り
杧
れ

ど

 

名
普
國
に
は
直
接
民
間
ょ
6

®-

で
tc.

る
政
事
家
な
く
、



雜 

錄
：

15

渾
に
利
害_
y

關
し
獨
斷
的
行
動
を
爲
し
得
^

る
官
僚
の. 

存
li
tt

る
：の
み.
な

ろ

き

。
，さ

れ

ば

_

務

の

逮

行

に

員

罾 

せ
X

、機
關
の
存
在
如
何
に
拘
は
ら
岁
、
苟
W

覺
醒
せ.
る
- 

近
惦
的
國
民
は
直
接
自
ら
政.
務

に

.參

與

し

得

次

る

狀

態 

に

永

く

滿

足

し

得

^
.

?

の
に

あ
.ら

ず

且

つ

社

脅

事

物

の 

形
勢
を
考
案
す
る
に
當
6

て
民
意
を
參
酌
せ
支
、

j

.

幽
画
際
的
M

會
的
經
濟
的
狀
態
r

注
意
せ.
ざ

る
統
治
者 

は.
永
く.
其
地
位
を
雜
持
し
：得
る
名
の
に
あ
ら
^

る
也
。

著
:1

;
日
進
月
步
の
國
民
は
其
欲
せf

i;

る
政
府
を
し
.て
永 

ベ
自
己
の
上
に
立
^
し
む
る%

如
き
幼
稚
1C

し
て
又
思 

想
の
眾
純
な
る
S

の
に
あ
ら
^
。
之
に
加
へ
て
前
記
ニ 

火
治
者
の
.後
に
現
は
れ
た
る
辟
代
は
人
類
各
種
#
階
級 

の
糊
上
6

幽
微
な
る
共
同
的
自
覺
の
將
に
發
動
せ
ん
i
 

し
杧
る
秋
に
し
て
是
迄
敎
龠
或
は
國
家
の
事
ダ
*®
,c

留 

め
次
6

し
人
々
％
宗
敎
界
に
あ
4

て
は
新
敎
徒
の
改
苹 

政
治
界
に
あ
-
C

S--
C

は
最
名
恐
怖
す
可
き
，佛
國
大
革
命
を 

0

盤

す
：る
に
及
ん
で
.皆
各
其
の
權
利
を
自
覺
す
る
に
至 

れ
み
。.
如
斯
A

類
於
是
迄
自
覺
せ
次
6

し
固
人
の
®

治

七m

八

上
の
權
利
を
'

■

む
るU

‘至
る
や
杏
や
自
然
彼
等
は
其
昔 

導
者
を
政
府
以
外
に
求
め
ん
と
す
る
は
必
然
の
#

.C
し 

て
深
遠
な
る
&
信
の
刺
戟
に
感
動
せ
る
國
民
何
ぞ
默
す 

可
き
。
彼
等
は
共
同
の
靈
感
に
打
杧
れ
て
共
に
飛
避
し 

政
府
は
爲
め
に
赌
勢
に
適
せ
^

石
政
治
組
織
^
破
碎
せ 

次
れ
ば.
止
ま
次
る
#
:

然
忆
る
.顾
民
的
運
動
の
渦
中
に
投 

せ

ら

れ

^
i

1

塒
の
不
滿
は
和
く
べ
き
ぢ
极
抵
深
き 

國
民
の
激
動
は
和
く
可
か
ら
岁
、
之
を
鎭
壓
せ
ん
i

す 

る
は
却
て
其
勢
力
を
增
大
す
る
の
み
。
彼
等
の
胸
中
の 

媳
は
幾
多
の
集
會
に
現
は
れ
燃
へ
て
は
忽
も
路
上
に
1§ 

散
丄
延
燒
す
る
處
物.
と

し

て

其

影

響

を

受

け

^

る

は

な 

し
。
而
し
て
爲
政
者
虹
一
度
此
運
動
の
爲
め
我
意
を
折 

6

人
民
に
折
衝
す
る
所
ぁ
ら
ん
か
忽
ち
治
者
被
治
者
間 

に

新

契

約

は

成

立

.し

玆

に

立

憲

政

體

の

兜

全

な

る

發

展 

に
賞
す
る
窜
四
期
の.
門
戸
は
開
放
せ
ら
る
、
-な-
0

0 

發
展
の
第
三
期
卽
ち
言
論
撙
亂
の
舞
*
は
屢
々
永 

續
す
る
悲
哀
の
幕
を
以
て
閉
次
3

る
る
事
多
し
、
各
政 

府
は
人.
民
の
不
穩
を
防
®

し
或
は
其
欲
す
る
所

を

容

る

.み

於

如

く

或
id

：
避
け
ん
と
しV

.

欺
X

於
如
く
遂
に
吾
人 

於

英

國

：々

會
it
y

於V

見
る
、5

如
く
言
»

に
生
き
ん
と 

す
る
の
論
客
の
努
カ
は
水
泡
に
歸
し
<

新

政

治

の

_

光

一
 

は
暗
®-

.に
掩
は
る
、
に
至
る
な
6

。
然
れ
ど
名
何
日
於

j 

は
發
生
す
ベ
き
運
命
を
有
す
る
事
は
假
令
擗
の
前
後
の
.
一
 

差
は
あ
れ
又
國
に
ょ
6

て
多
少
の
相
違
は
あ
れ
遂
に
發\ 

生
す
ベ
ぎ
名
の
な
6

。此
滕
代
に
至
最
名
普
通
な 

■/
P民
主
々
義y

上
6

.政

體

を

實

現

せ

ん

と

欲

す

る

團

體 

或
は
許
盡
の
现
は
る
、
名
の
あ
6

。
幽
閉
せ
ら
れ
允
る 

思
想
以
難
侖
的
に
し
で
隱
匿
し
杧
る
罪
惡
は
人
心
を
毒 

す
る
，こ
と
は
均
し
く
認
め
ら
る
S

所
な
れ
と
名
#

々̂

る
精
神
は
大
氣
に
觸
れ
て
癒
さ
れ
叉
罪
惡
は
告
白
に
ょ\ 

な
又
充
滿
せ
る
機
械
は
安
全
辨
に
ょ
6

て
其
危
地
ょ
6
 

救
は
れ
、「

ア
デ
デ
ー
シ
ョ
ン」

は
芷
に
立
憲
政
體
の
眞
一 

髓
-/
.
名
稱
す
可
し
。
さ
は
れ
非
立
憲
的
制
度
の
下
に
あ| 

る
政
;«

は
所
有
み
手
段
を
以
<
此
の
運
動
を
蜜
塞
せ
し 

め
ん
と
す
.0

而
し
1

目
論
の
@.

由
な
ぎ
國
家
に.
あ
6

て 

55

は
思
恕
の
，要
求
す
る
洩
氣
孔
な
る
國
會
等
の
.存
在
す
る 

.

.

.

雜
.

.

.

.

錄•

.

t

と
な
き
を
以.

V

此
等
の
國
に
於
け
る
政
府
當
路
#
は 

此
國
民
の
運
動
を
極
力
排
斤
せ
ん
と
す
。

行
爲
は
意
思
に
對
しV

秘
曲
な
く
改
滞
を
主
張
す
る 

と
と
之
を
形
式1

4

表
は
す
己
と
と
は
別
問
題
な
み
。
多 

數
熱
烈
な
み
改
难
主
張
器
名
實
行
し
得
べ
き
憲
法
中
に 

疋
確
な
る
言
語
を
以
て
己
が
改
3 1

を
表
话
せ
次
る
可
か 

ら
'̂

る
に.
至
ら
ば
挥
考
す
る
の
例
な
き
に
至
る
，？；

P

の
.あ 

-A

ノ。
輕
薄
な
る
好
奇
家
於
疋
に
實
行
し
得
べ
し
と
信
ヒ 

て
载
案
せ
る
法
律
S

之
を
實
地
に
應
用
せ
ん
と
す
る
に 

當
6

て.
*
々

失
敗
す
る

こ

.■と

^

^

;

合
衆
_
政
髒
を
硏 

究
せ
ん.
I
J

す
る
者.
が
®

3

注
目
す
ベ.
き

事

は̂:
央

政

府
 

及
び
各
州
の
、立
法
部
於
實
施
し
難
き
法
律
を
制
定
せ

ん 

と
す
る
の
傾
向
な
6

0

.米
國
の
各
州
立
法
部
は
各
自
制 

定
せ.
.

る
法
律
を
自
ら
施
行
す
る
に
あ
ら̂

る
を
以V

屢 

々
實
行
し
得
次
る
名
の
を
制
定
し
從
て
®c
if

に
關
し
て 

單
に
空
論
家
と
冷
評
せ
ら
る
、
こ
と
あ
6

0

然
る
に
立 

法
部
は
其
過
失
よ
6

當
然
受
く
可
き
非
難
攻
擊
を
行
政

官
に
歸
せ
ん
と
す
れ
ど
そ
其
法
律
の
多
く
は
無
効
に
し

也
妈4

0̂
sg
.
. 

J
H
r 

.
u
^
n
u
H
H
H
H
H
r 

k
r
i
^
n
r
L
t
,
,
 
f
 

1
.
1 

r
.
l
r
1
t
> 

V 

f

Ai 

i 

t
u
l
v
f
? 

:
? 

，
 

}
i
!
, 

—

-
-
-

-
-
t
i
—.

.



て
之
に
基
く
論
爭
％
亦
察
論
に
終
る
を
常
と
す
、
さ
ん 

ば
非
立
憲
的
政
府
の
下
に
あ
6

て
は
輿
論
は
寶
出
孔
な 

く
絕
望
の
極
遂
に
爆
發
し
て
政
府
を
倒
镫
す
る
に
至

第
四
期
卽
ち
憲
政
發
展
の
最
後
の
舞
臺

に

は

人

民

は

等

し

く

其

權

黎

基

し

蘧

Q
慕

は

警

に

立

て

之
を
指
導
す
る
と
今
日
の
英
國
に
於
て
見
る
财
如
し
。
 

政
黨
、政
治
國
u

f

て
は
A

民
S

認
し
た
る
首
？

下
院
に
於
I

馨

多

繫

占

む

高

行

政

部

の

長

ぎ

と
な
6

且
つ
立
法
部
を
指
導
し
其
制
忠
し
*

る
法
#

に 

氮
し
霍
を
有
す
る
f

。
合
衆
厕
の
制
度
は
如
何
と 

見
る
に
民
選
大
統
飯
は
國
會
を
馨
せ
ず
單
に
法
律
を 

裁
可
し
或
は
S

し

鬯

國

言

置

を

_

し
得
る

i

l l
l

l

f

 

致
す
る
こ
と
を
必
幾
と
な
^

が
る
な
6

0

且
つ
特
に
英
米
兩
國
の
政
治
龃
織
を
比
較
す
るh )」

. 

重
製
な
る
事
.は

米

國

以

其

組

織

を

中

央

集

權

に

依

ら

.梦

_

し
て
®
邦
諸
州
は
各
自
一
個
の
共
和
國
と
し
て
憲
法
を 

有
し
各
人
民
間
の
關
係
卽
ち
財
產
權
家
族
關
係
契
約
權 

麗
傭
關
係
飾
爾
事
件
及
び
別
事
事
故
の
管
轄
«

を
附
與 

\

せ
ら
れ
杧
6

。
中
央
政
府
は
單
に
公
然
且
つ
必
然
合
衆 

I

國
金
體
の
利
害
に
關
す
る
事
故
を
管
理
す
る
の
み
。
爾 

一
餘
の
件
は
聯
邦
諸
州
の
獨
立
行
動
に
一
任
せ
6

.、
 

j

中
央
政
府
に
於
け
る
立
法
部
と
行
政
部
と
の
if

立
及 

\

或
點
ま
仑
各
州
に
自
治
權
を
與
へ
杧
る
制
度
は
英
米
兩 

|

立
憲
政
體
の
歷
史
的
發
展
を
示
す
洛
の
な
み
。
聯
邦
#

I

州
に
於
て
g

其
憲
法
制
度
は
中
央
政
府
の
夫
れ
i

相
前 

j

後
し
て
湘
1
疋
せ
ら
れ
把
る
を
以
て
聯
邦
制
度
の
特
色
と 

|

す
る
立
法
行
政
兩
部
對
立
の
現
象
は
實
現
せ
ら
れ
セ
6
 

|

&

れ
疑
名
な
く
米
國
殖
民
地
财
第
十
八
®
紀
後
半
に
於 

一
で
母
國
に
對
し
獨
立
を
，宣
言
.
し
^
る
當
塒
に
於
け
る
政 

|

治
思
想
の
產
物
な
6

特
に
如
斯
制
度
は
米
國
に
於
け
る 

へ.
獨
4

ゃ
の
境
遇
に
起
因
せ
.し
名
.
の
に
し
て
等
し
く
. U

n
i
o
n

 

d
i
v
i
s
i
o
n

を
有
す
る
端
西
名
一
見
稍
や
米
國
に
於
け
る

、
财

如

，
き
：觀

を

呈

せ

.ど

を

其

制

度

の

起

因

灰

び

組

織

を

:
: 

. 

'

•
-'/
//'
. 

.

.

. 

-
'•
.
.
.
.
.
.
.
.

考
察
す
る
に
此
ニ
國
は
全
く
國
狀
を.
異
1C

せ
ろ
。、
北
米 

.

合
衆
國
現
行
制
度
の
特
徵
は
之
を
硏
究
す
る
に
當
6

立 

患
政
體
の
性
質
及
び
特
質
を
明
に
爲
す
、％
の
な
6

。

.

千
七
百
八
十
七
年
の
憲
法
制
定
會
に.
ょ
6

て
制
定
せ 

ら
れ
女
る
現
行
合
衆
國
憲
法
は
英
_
法
を
基
と
し
之
に 

•

合
衆
國
政
治
家
'

S

兩

國

々

狀

の

相

異

殊

に

各

州

'於

享

有 

.

せ
し
特
權
を
酌
量
し
て
定
め
^
る
名
の
な
れ
ど
名
英
國 

• 

の
政
體
は
當
峙
舊
態
を
脫
せ
ん
士
す
る
過
渡
期
に
際
し 

居
杧
る
を
以
て
英
國
の
政
治̂

織
の
眞
相
を
發
撺
す
る
：
 

•

程
の
見
る
べ
き
名
の
な
6

ム
き
。
現
今
に
於
て
名
英
國 

の
行
政
官
に
し
て
眾
に
下
院
の
裘
員
に
過
ぎ
す
と
看
做 

• 

3

る
、
赌
は
國
王
は
自
ら
..內
閣
大
貶
を
任
命
し
得
る
が 

I
.

如
く
な
れ
ど
^
>

是
れ
.法
律
上
の
方
便
に
し
て一

種
の
形 

I 

式
と
稱
す
可
き
の
み
。
画
王
は
下
院
の
多
數
黨
か
認
め

允
る
者
を
以 
<
內
開
を
組
織
せ
し
む
る
可
く
換
言
す
れ 

ば
國
王
は
下
院
に
於
け
る
多
數
黨
の
首
領
を
も
て
內
閣
. 

)

：
• 

を
組
織
せ
し
め
各
省
大
[^

の
人
選
に
關
し
<

は
其
首
領
.：
 

L5
7

自
ら
其
任
に
當
る
。
#

に
，一
の
例
外
と
名
稱
す
可
き
は

■

I

下
院
の
各
黨
の
首
領
中
內
閣
を
紐
織
す
る
に
適
せ
る
名 

の
な
く
下
院
の
多
數
黨
名
亦
之
を
»
繊
す
る
の
意

嚮

な
 

’
き
場
<ロ
に
は
國
王
其
親
裁
を
以
て
內
閣
々
員
を
任
命
す 

る
こ
と
を
得
る
こ
と
是
作
な
6

。

然
仆
ど
名
合
衆
國
憲
法
の
制
定
せ
ら
れ
杧
る
當
脖
に 

於
て
は
今
日
英
國
«

法̂

上
單
に
形
式
と
し
て
S

す 

る
國
王
の
特
權
於
實
地
に
活
用
せ
ら
れ
允
る
肪
代
に
し 

て
從
て
千
七
百
八
十
七
年
の
憲
法
制
定
會
に
於
け
る
各 

委
員
ゆ
國
王
は
唯
一
の
行
政
官
に
し
て
國
會
と
の
爭
論 

の
結
果
之
と
對
立
す
可
き
の
と
一
！

{1
5̂

し̂

れ
ど
％
英 

國
の
政
治
組
織
を
全
然
變
化
せ
し
む
可
き一

勢
力
の
將 

に
活
動
を
開
始
せ
ん
と
せ
し
1

を
知
ら
次
6

し
な
6

。
 

卽
ち
英
國
に.
於V

は
此
後
外
し
か
ら
ず
し
て
議
會
は
國 

民
の
代
表
者
と
な
6

、
國
王
以
之
に
對
す
'-る
實
權
を
失 

ひ
議
會
自
ら
行
政
部
を
構
成
し
國
王
に
代
6

 V

政
治
を. 

司
ど
る
に
至
れ
6
>

。
合
衆
國
大
銃
領
’
は
英
國
の•
憲
法
、が

理
論
及
び
實
際
上
に
變
化
し
政
黨
政
府
が
未
だ
確
立
せ 

4

る
擗
に
於
け
る
國
王
に
模
做
し
て
憲
法
草
案
者
於
之

七
珥
1
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M

，錄

:

:

. '

を
設
け
戈
る
％

の
に
し
て
從
て
大
_

の
職
務
は
英
國 

か
已
に
廢
止
せ
ん
と
せ
る
；！5
3
の
を
復
活
せ
し
に
1

ぎ
^

抑
名
米
國
に
於
て
»

邦
制
度
を
採
用
し
^

る
理
由
は 

淨
に
理
論
に
基
き
把
る
に
あ
ら
し
て
實
際
の
事
實
に\ 

基
き
セ
'る
な
ぅ
。
聯
合
し
て
獨
立
域
爭
に
加
參
し
允
る 

十
三
州
は
其
後
谷
自
特
有
な
る
成
長
發
展
を
.
な
し
k

る 

を
以
て
此
等
性
質
を
異
に
せ
る
ぢ
の
を
中
央
集
權
の
下\

家
於
獨
立
戰
举
後
國
家
組
織
と
し
て
最
名
f

f

る
國
'.1

れ
明
に一

犬
成
功
i

稱
す
可
き
な
6

、
利
害
に
關
す
る

j 

,强
き
共
同
の
感
念
は
各
»
民
地
人
民
抓
佛
國
A

及

び

印

| 

度
人
と
干
戈
を
交
へ
，叉
は
獨
立
の
爲
め
に
奢

_

せ

る

間

I 

に
養
成
せ
ら
れ
^

る
名
の
に
し
て
若
し
.之
れ
に
反
し
共

I 

同
の
目
的
の
爲
め
に
一
致
I

を
爲
3

岁
し
て
各
自
K
 

| 

立
し
允
^

W
J

せ
ば
各
州
問
の
術
突
/
一
外
國
の
侵
咯

と

の
 

'̂

め
政
治
的
存
在
を
^

;

^
す

ゐ

事

能.«
:

^

る

は
^

論

备
.

七

變

自
か
享
有
せ
し
偉
大
の
價
値
あ
る
勝
權
名
亦
之
を
放
-* 

.
^

次
る
を
得
^
る
に
至
6

し
な
ら
ん
此
處
に
至
6
和
ち 

政
府
を
設
け
阈
民
をI

體
と
し
て
結
合
せ
し
め
ん
と
亡 

し

似
當
塒
猶
ほ
各
州
政
府
は
祉
會
の
秩

序
及
び
政
治
^
 

活
動
i

に
密
接
の
關
係
を
有
し
把
る
を
以
て
此
等
を
無 

視
す
る
乙
と
能
は
尹
。
從
て
中
央
S

は

試

溝

に

し 

て
71
<

繽
す
可
-
£ら
^

る

名

の

と

豫

想

ォ
6

0
 

聯
邦
各
州
财
合
行
國
の
構
成
翦
素
と
し
存
在
す
る
こ 

i

は
政
治
上
偶
#

な
る
に
あ
4

梦

。
其
今
日
に
於
け
る 

は
舉
に
各
利
が
勝
を
異
に
し
て
建
設
せ
ら
れ
、
又
if

自 

個
々
別
々
£

f

 
6

特
許
f

與

へ
ら
£

る
£

 

き
境
&

ょ
6

來
る
に
ぁ
ら
岁
し
て
全
<

社
會
上
陘
搬
£

の
相
異
に
基
く
な
ろ
。
如
何
に
聰
明
な
る
S

の〜

雖
免 

此
等
事
實
上
共
同
體
に
あ
ら
^

る
名
の
を
®
だ
一
片
の 

憲

法

を

以

て

確

固

不

動

の

.共

同

體

と

な

す

こ

と

能

は

次 

'る
は

明

白

な
6

。
各

州

間

に

存

す

る

生

活

情

態

及

び

-ft 

他

の

諸

點

を

比

較

す

^

に.
：'/|

デ

ニ

ァV
ir
g
f
n
f
a

 

^

„

>

ツ

サ

けa 
I

セ

ツ

ツM
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s

 

i
M
な

る

.
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程
度
は「

T

サ
チ
ユ
.セ
ツ
ツ」

、が
英
國
と
異
な
る
上6
 

名
甚
だ
し
く
し
て
、
其
他
重
々
允
る
森
林
及
豐
饒
な
，

る
田
野
を
有
す
る「

カ
ロ
一
フ
ィ
ナJ

は
又「

グ
ァ
ー
デ
ニ
一 

ア」

と
異
な
6

、
外

_
移
住
民
の
殊
に
多
く
現
住
す
る
中 

部

諸

州

は「

こ
ウ
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド」

及
び
南
部
諸
州
と 

同
匕
於
ら
岁
叉「

二
.ユ
ー

ヨ
ー
グ」

「

二
ウ
ジ
エ
ル
シ 

丨J

及
び「

ベ
ン
シ
ル
？

】

ア」

諸
州
は
爾
後
數
年
にj 

し
て
米
國
の
將
性
女
る
可
き
浪
合
的
人
民
の
住
所
と
爲 

る
べ
く
從
つ
<

此
諸
州
は
其
苽
方
或
は
.南
方
に
境
を
接 

す
る
諸
州
よ
6

は

一
曆
正
し
く
將
來
に
於
け
る
米
國
全
’ 

體

Q

狀
態
を
豫
告
す
る
と
爾
ふ
ベ
し
。
實
に
立
憲
政
體.1 

な
る
.ぞ
の
は
共
通
利
益
感
情
諸
習
慣
の
上
に
建
て
ら
る 

可
！
名
の
に
し
て
来
國
の
各
諸
州
;»

等
し
く
之
を
:#

し 

^

る
に
名
拘
•ら
ず
當
年
の
憲
法
制
定
會
に
於
て
案
出
し 

fc

るs
p

の
は
唯
だ
單
u

a

商
貨
幣
の
鋳
造
、
郵
便
局
、

j 

公
海
に
於
け
る
海
賊
處
分
、
陸
侮
軍
及
び
新
憲
法
中
に
ホ 

認
む
石
外
國

政

府

と

の關
係
の
外
何
等
前
記
諸
事
頊
に 

1

しV
.

規
定
の
存
す
る
を
見
»

。
各

列

は
.̂

團
體
r

a

R
 

雜
:

:

錄

れ
典
同
の
一
政
v

f
?:
'

戴
く
可
く
名
あ
ら
^

政
治
t
Er
ls

書 

と
共
に
多
數
の
画
家
構
成
す
る
®

位

を

，有

す

る

を

以

V

 

必
要
と
せ
し
が
如
し
。
此
祓
雜
な
る
®
週
の
下
に
あ
る 

諸
團
體
に
適
用
せ
ら
れ
運
行
せ
ら
る
可
き
憲
法
を
制
定 

せ
し
は
是
れ
正
に
當
峙
の
立
ft

ま

の

'手

腕

に

俟

つ

數

實 

^

「

グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
シ」

氏
於
米
國
の
憲
法
を
評
し
て. 

.
T
h
e

 

m
o
s
t
v
v
o
n
d
e
r
f
u
l

 

w
o
r
k

 

ever 

struck 

off, at 

a 

s.
v
c
nc-
t
i
m
e
, 

t>y t
l
i
e

cr
'-
tB.
ロ 

jpurp>ose of 
3
S
. 

1
C 

稱
し
^

る
所
以
な
る
可
し
。

千
七
百
八
十
七
年
以
來
米
國
に
は
急
進
的
改
革
實
规 

せ
ら
れ
國
民
を
中
央
政
府
の
下
に
單
一
體
な
ら
し
め
ん 

於
爲
め
共
同
的
意
•識
共
通
的
利
窖
行
爲
の
標
準
一
致
行 

動
の
習
慣
を
養
成
せ
6

。
米
國
憲
法
を
研
究
す
る
若
に 

し
て
何
人
か
彼
等
の
0
'

的
及
ぴ
結
巣
を
認
め
ず
し
<
此 

等
精
氣
あ
る
過
程
を
觀
察
了
解
し
得
る
S

の
あ
ら
ん
や 

.

電
信
は
W

S

統
の
如
く
米
大
陸
の
各
片
隅
に
至
る
ま 

で
に
達
せ
^
る
な
く
鐵
道
は
平
原
溪
谷
の
別
な
く
貫
通 

し
廉
價
な
る
新
聞
雜
誌
はI

國
の
事
件
を
寒
村
僻
地
1

七
蓝
三



雜 

錄

1

^
名
迅
速
に
«;

道
し
而
し
て
淹
業
に
は
_

境
^

く
通
^

は
弄
ぶ
可
か
ら
^
る
數
暈
と
錯
雜
な
る
狀
態
にて

：？：

ょ 

6

州
に
流
動
し
、
思
想
感
情
行
爲
.の
標
準
、
利
益
の
實
ぎ 

質
的
內
粹
谷
州
各
地
方
の
空
氣
は
最
大
急
行
車
の
乘
客I 

商
®

Ji

產
#

と
共
に
轉
々
移
動
し
見
る
能
は
^

み
K

T:|

•

の
狻
は
各
地
方
各
社
會
の
思
想
目
的
を
經
緯
と
し
て
他 

日
單1

體

f
cる
こ
と
を
自
覺
す

る

國

民

を

織
6

つ

、

ぁ

一

' 

;
く

中

央

政

府

近

年

に

於

け

る

發

達

名

亦

簞

大

f

と
 

稱

す

可

き

な
4
0 

|

脖
代
精
舸
を
以
て
.充
實
せ
る
戯
曲
は
番
米
大
1

を

舞

\ 

臺
と
し
て
演
せ
ら
.れ
ぬ
。
千
八
|?

九

十

年

嘉

|

で 

猶
民
のS

E

 y

潰
界
線
存
し
八
W

統
計
家
篇
に
舊
聯
邦 

諸
州
及
犬
平
洋
I

諸
州
S

に
分
界
線
を
割
し
f

 

地
f

作
製
す
る
？

得
？

。

憲
法
制
定
せ
ら

>

て

爾
來
馬
移
6

屢

名

4

 

置

實

は

告

听

を

‘
知
ら
次
る
於
如
く
1
行
程
を
進
み
て
吾
入
を
し
て
初
期
一 

の
獾
民
を
间
想
せ
し
む
0

而
し
て
米
阈
內
地
の
發
表
ま 

益
々
钹
雜
に
趣
き
東
海
岸
諸
州
は
華
美
な
る
事
是
レ
を

. 

七
五
西

し
優
る
袭
劣
る
こ
さ
な
く
西
海
岸
諸
州
と

コ
ア」

と
岁
國
と
の
夫
れ
よ
纟
名
甚
だ
し
。
大
西
洋
^
 

岸
よ
6

猜
$
內
地
に
至
る
に
從
6i

國
芪
を
つ
く 
6

叉
つ 

く
*

^
つ
、
ぁ
る
實
際
生
活S

全
徑
路U

よ

說

明

せ
 

ら
る
\

足
大
な
る
展
覽
會
を
見
ふ
舣
如
き
感
ぁ
6

0

千 

八
百
九
十
年
以
來
は
此
境
界
線
の
痕
跡
な
く
進
步
は
I
 

く
粗
放
よ
6

集
約
的
i

な
-.o

ぬ
。

是
れ
實
に
泶
國
^

上

に

著

名

な

る

W
e
s
t
w
a
r
d

 

e
x
-

 

p
a
i
n

に
し
て
絕
ぇ
岁
新
社
會
の
制
度
紐
織
及
び
生
g

狀

態

を

西

茗

鐘

し

證

A

民
.に
賣
的
信
念
を
與

■
ふ
る
重
大
な
る
機
關
i

な
矣
國
人
の
運
命
を
賭
体
し

五
朴
^
r
.TI
f

-*
^

せ
し
め
^

る
名
の
な
み
。
斯
く
し
て
：‘幾
多

沿
,

は
歧
治
家
を
最
名
苦
し
：§
女
る
；̂
の
ai

ち
南
北
®
 

爭
に
よ
4

て
解
決
せ
ら
れ
杧
る
奴
隸
間
題
に
し
て
此
如 

度

を

倉

に

擄

張

す

可

き

や

將

菱

此

を

一

豪

域

中 

に
制
^
す
可
名
や
の
議
输
は
大
に
合
衆
國
人
民
に
國
展

16；

的
感
念
:?
:

喚

. *

せ
6

、
■
合
衆
爾
.
の
歷
史
は
實
.に
多
枝
多 

a

lc
' L

て
此
年
代
謝
靡
单
に
戯
曲
的
逸
事
の
み
な
ら
言
、
 

全
米
大
陸
史
贮
一' 
の
'
光
彩
を
添
.
へ
.米
國
人
の
威
情
滅
覺 

を
ft

化
せ
し
；

§
杧

-
0
。

 

，
1 

.:

然
名
此
應
に
國
屁
的
發
展
炉
遐
絕
す
る
之
 

能
は
次 

る
诌
然
め
制
限
存
在
す
、
.

各
州
政
府
城
彼
等
の
勢
カ
め
：

.

箭
明
白
に
4

つ
#

々

永

外

的

：に
，權

定

せ

右

芩

\
:

や
益
：. 

.

々
活
氣
如
る
顧
家
組
織
の
單
着
如
き
外
観
を
：呈
む
而 

し
て
米
大
塍
の
如
き
廣
大.
無
邊
な.
石

領

土

に

*

翅

を

張 

.

_れ
る
偉
大
^

る.
政
治
組
織
に
あ
ろV

,

は
各
州
妨
着
要
な 

る
地
位
を
占
炎
吾
人
は
翁
勢
カ
を
過
汰
視
ず
石
で
と
能
：
 

は
^

る
な
み
パ
然̂

诚
澳
勢
カ
の
及
從
^

^

石
’影
響
如 

.

何
其
泪
的
と
ず
る
所
姑
實
に
國
民
助
自
覺
、
共
有
せ
る 

刹
益
め
覺
知
及.
び_

の#

則
等
に
し
<

政
治
的
*
る 

.

よ
3

名

寧

る

心

理

的

な

ら

。
，
合

衆

國

冲

央

®

の
0
0 

.

範
圍
诚
疑
名
な
く
多
く
童
汰
な
る
特
.B

私
於
：

r

獷
張
せ 

杧
れ
之
名
舊
制
僮
基
改
遨
せ
ん
i
.

す
.

るU
*

ら 

:

す
烺
則
忙
は
何
等
»

1

^

石

所

な

ぐ

氧

：に

憲

法

上

§
規
ー

雜

錄

約U

關
す
る
正
當
に
し
て
合
理
的
變
化
を
な
3

ん
と
せ 

し
の
み
。

.

.

;

各
州
の
獨
立
せ
る
法
律
上
の
權
力
は
唯
に
獨
立
的
活 

動
を
な
し
得
る
地
方
官
憲
^
各
地
方
の
狀
態
に
應
匕
て 

法
律
を
適
用
し
行
政
を
管
理
す
る
乙
, £
'
?:
■

當
然
必
.喪
と 

ず
る
程
虔
に
^
此
廣
大
な
る
米
國
の
各
地
方
に
を
密
す 

I)
'

經
濟
的
社
會
的
の
相
異
に
起
因
す
る
の
み
な
ら
梦

®

.
に

各

州

は

憲

政

齋

展

に

關

し

偉

大

且

つ

永

^

的

援

助

を 

與
へ
允
6

、
余
.

於
偉
大
な
る
援
肋
と
«
す
各
は
卽
ち
各 

州
は.
立

憲

：政

體

の

基

礎

t

る
可
き
辨
證
力
を
有
し
此
に 

基
：き
：v
tt

-
允
の
入
情
風
俗
の
細
目
を
熟
知
b

之
1C

適
應 

す
る
法
律
を
制
定
し
廣
大
な
る
領
土
を
有
す
る
國
家
の 

ょ
く
爲
6

得̂

る
所
を
容
#

に.
成
就
せ
し
め
*:
6

各
州 

.

政
府
な
於
タ
せ
ば
合
衆
國
中
央.
政
府
の.
存
立
：名
な
か
ろ 

し
や
名
如
れ
ず
し
で
、
：合
衆
國
今
日
の
發
展
名
見
^
能 

錄
次
ろ̂

な
る
可
し
。'
^

^

^

^
M

lc
^
-

K
a

^

^

^

Ĥ̂ 

Q

種

類

多

き

人

口
'
の
總
數
を
知
6

變
化
に
富
み
過
渡
的 

狀
態
に
適
用
し
得
る
法
律
を
制
定
せ
し
怂
永
遠
に
進
步

. 

七

泜

五

:

-
■■

I
§]

I1
I'
SI

I11
I

I

I!

i 
v
fv
n

i
f "



I

.I
：1|
1
撕Si:；

1
i
I

l
I
m

1
il
I
II
i i

sin

雜

錄

を

確

立

：せ

し

む

る

に

W

®
な

る

手

段

を

供

し

，且

.

つ
國
民
.，

1.

般

の

.
思

想

及

び

政

府

の

諸

法

規

間

に

調

和

を

維

持

す

■
 

る
'に
無
二
.の
好
材
料
と
な
れ
-

^

中
央
政
府
0

勢
於
範 

菌
增
大
オ
.る
^

共

に

各

州

の

；

益

妨

囊

き

に

.憲

法

立

案
 

者
が
希
望
甘
し
如
く
.

y

保
證
せ
ら
る
.
、
な
み
。

.

此
の
事̂

る
感
情
臆
測
ょ6

到
達
し
杧
る
結
論
に
あ 

ら
岁
し
て
、
實
に
'合
衆
國
憲
法
波
か
必
然
的
演
繹
的
結 

論
な
6

、.
.立
憲
政
體
は
利
害
目
的
に
關
す
る
實
際
的
共
. 

同
團
體
の
あ
る
賫
に
の
み
存
す
と
せ
ば
北
米
合
衆
1!
^ :

.r

の
共
同
團
體
な
る
や
.
、
或
方
面
ょ
6

之
を
觀
察
す
れ 

k

1

の
共
同
體
i

な
る
。
此
の
勸
題
は
«
に
觀
察
點
を
' '
: 

異
に
ず
る
に
從
つ
て
異
な
.
る
、
合
衆
國
の
社
會
的
經
儕
■
 

的
政
治
的
め
諸
般
に
亘
ぅ
て
一
様
に
眞
理
な
る
槪
括
的 

解
答
を
爲
す
こ
と
盖
し
容
易
の
業
に
あ
ら
#
。
.
.

殊
に
合
衆
_

は
憲
法
の
下
に
統
治
せ
ら
る
、
と
同
脖 

に
自
殆
の
國
に
し
て
實
に
憲
政
發
展
の
終
局
は
自
治
行 

政
を
實
施
す
る
に
至
る
な
6

。
自
治
な
る
名
の
は
多
少
• 

の
犧
牲
を
«

み
次
れ
ぱ
此
を
希
望
し
^

.る
*

如
何
な
る

,

.七
茧
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